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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】令和3年4月16日(2021.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影開始位置から撮影方向を第１方向に移動させて撮影される画像と、前記第１方向の
撮影の終了後に、前記撮影開始位置よりも撮影方向を前記第１方向と反対の第２方向に移
動させて撮影される画像と、を合成した合成画像を生成する生成手段と、
　前記第１方向への移動量に基づいて、前記合成画像に用いる画像を撮影可能な前記第２
方向への移動可能量を決定する制御手段と、
　を有することを特徴とする撮像制御装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記第１方向への移動量に基づいて決定した、前記第２方向への移動
可能量を表示部に表示させるように制御することを特徴とする請求項１に記載の撮像制御
装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記第１方向への移動量が大きいほど、前記第２方向への移動可能量
を小さくすることを特徴とする請求項１または２に記載の撮像制御装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記第２方向の撮影終了条件を満たすことに応じて、前記第１方向に
移動させて撮影された画像と、前記第２方向に移動させて撮影された画像とを前記生成手
段で合成した合成画像を、記録媒体に記録するように制御することを特徴とする請求項１
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乃至３のいずれか１項に記載の撮像制御装置。
【請求項５】
　前記第２方向の撮影終了条件は、前記第２方向への移動量が前記第２方向の移動可能量
に達したことであることを特徴とする請求項４に記載の撮像制御装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記第２方向の撮影終了条件を満したこと、または、撮影を終了する
指示を受け付けたことに応じて、前記第１方向に移動させて撮影された画像と、前記第２
方向に移動させて撮影された画像とを前記生成手段で合成した合成画像を、記録媒体に記
録するように制御することを特徴とする請求項４または５に記載の撮像制御装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記第１方向への移動量が所定の移動量に達したこと、または、撮影
を終了する指示を受け付けたことに応じて、前記第１方向の撮影を終了することを特徴と
する請求項１乃至６のいずれか１項に記載の撮像制御装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記第２方向への移動可能量を示す表示を、前記第１方向への移動に
応じて更新するように制御することを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の
撮像制御装置。
【請求項９】
　前記制御手段は、前記第２方向への移動可能量を示す表示を、前記第１方向への移動か
ら前記第２方向への移動に切り返されることに応じて行うように制御することを特徴とす
る請求項１乃至７のいずれか１項に記載の撮像制御装置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、前記第２方向への移動可能量を示す表示と、前記第１方向への移動可
能量を示す表示とを同一画面で行うように制御することを特徴とする請求項８に記載の撮
像制御装置。
【請求項１１】
　前記制御手段は、前記撮影方向を前記第２方向へ移動している場合に、撮影開始位置か
ら、または、前記第２方向への切り返し位置から現時点までの前記第２方向への移動量を
示す表示を行うように制御することを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載
の撮像制御装置。
【請求項１２】
　前記制御手段は、前記撮影方向を前記第１方向へ移動している場合に、撮影開始位置か
ら現時点までの前記第１方向への移動量を示す表示を行うように制御することを特徴とす
る請求項１１に記載の撮像制御装置。
【請求項１３】
　前記制御手段は、前記撮影方向を前記第１方向へ移動している場合に表示する前記第１
方向への移動量を示す表示と、前記撮影方向を前記第２方向へ移動している場合に表示す
る前記第２方向への移動量を示す表示と、を異なる形態で表示するように制御することを
特徴とする請求項１２に記載の撮像制御装置。
【請求項１４】
　前記制御手段は、前記撮影方向を前記第２方向へ移動している場合であって、現時点の
撮影位置が前記撮影方向を前記第１方向へ移動したときの撮影位置と重複している場合に
、重複した位置であることを識別可能に表示するように制御することを特徴とする請求項
１２または１３に記載の撮像制御装置。
【請求項１５】
　前記制御手段は、前記撮影開始位置を中心として前記第１方向と前記第２方向とで略均
等な長さの画像を合成する場合に、前記第１方向への移動から前記第２方向への切り返し
位置を示す表示を行うように制御することを特徴とする請求項１乃至１４のいずれか１項
に記載の撮像制御装置。
【請求項１６】
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　前記制御手段は、前記合成画像に用いる画像を撮影するときの全体の移動量を示す表示
を行うように制御することを特徴とする請求項１乃至１５のいずれか１項に記載の撮像制
御装置。
【請求項１７】
　前記制御手段は、前記撮影開始位置を示す表示を行うように制御することを特徴とする
請求項１乃至１６のいずれか１項に記載の撮像制御装置。
【請求項１８】
　撮影開始位置から撮影方向を第１方向に移動させて撮影される画像と、前記第１方向の
撮影の終了後に、前記撮影開始位置よりも撮影方向を前記第１方向と反対の第２方向に移
動させて撮影される画像と、を合成した合成画像を生成する生成ステップと、
　前記第１方向への移動量に基づいて、前記合成画像に用いる画像を撮影可能な前記第２
方向への移動可能量を決定する制御ステップと、
　を有することを特徴とする撮像制御装置の制御方法。
【請求項１９】
　撮影開始位置から撮影方向を第１方向に移動させて撮影される画像と、前記第１方向の
撮影の終了後に、前記撮影開始位置よりも撮影方向を前記第１方向と反対の第２方向に移
動させて撮影される画像と、を合成した合成画像を生成する生成ステップと、
　前記第１方向への移動量に基づいて、前記合成画像に用いる画像を撮影可能な前記第２
方向への移動可能量を決定する制御ステップと、
　をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明の撮影制御装置は、撮影開始位置から撮影方向を第１方向に移動させて撮影され
る画像と、前記第１方向の撮影の終了後に、前記撮影開始位置よりも撮影方向を前記第１
方向と反対の第２方向に移動させて撮影される画像と、を合成した合成画像を生成する生
成手段と、前記第１方向への移動量に基づいて、前記合成画像に用いる画像を撮影可能な
前記第２方向への移動可能量を決定する制御手段と、を有することを特徴とする。
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